






 
要約 本邦では、まだ 8 例しか報告されていない稀な症例の臨床経過を観察した。生後 8
ヶ月時に屈指変形を主訴として初診し、3 歳より誘因なく手根骨の不整、尺骨遠位端および

近位端の溶解が見られ進行している。本例では散発性に発生した特発性足根手根骨溶解症

と思われる。今後、腎障害の併発が懸念されるので注意深い経過観察が必要である。 


